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––––COE 研究員の研究紹介–––– 

無性的に増殖する造礁サンゴの集団解析 

          磯村尚子（遺伝子の多様性研究グループ COE 研究員） 

 造礁サンゴである Acropora (Isopora) 

brueggemanni（フトエダミドリイシ）は、プ

ラヌラ保育型であるが、群体から折れた枝が

定着し、新しい群体を形成する破片化を行な

うことも知られている。このサンゴは、八重

山諸島、宮古島および沖縄島での生息が確認

されているが、座間味諸島・阿嘉島周辺では

極端に局所的な分布を示している。阿嘉島集

団はプラヌラによる分散・加入の可能性はあ

るものの、無性的な破片化で成立した可能性

が高い。本研究では、阿嘉島のフトエダミド

リイシ集団の動態と遺伝的な関係を調べ、ど

のような過程で集団が成立し、維持されてき

たかを明らかにすることを目的とした。本研

究では、（１）阿嘉島周辺域集団の個体群動態、

（２）生殖周期、および（３）遺伝的構造に

ついて調査した。 

  （１）阿嘉島周辺域集団の個体群動態：

2005 年 6 月から 3ヶ月に一度、阿嘉島ヒズシ

ハマ集団（初期群体数；24 群体）の動態を調

査した。3ヵ月後には様々なサイズの 12 破片

が加入していた。さらに 3 ヵ月後には、その

中の 8破片の生存が確認され、新たな 4破片

の加入がみられた。すべてが定着するわけで

はないが、常に複数の破片が加入しているこ

とが示された。また、初期群体のうち、枝が

折れていることが確認できる群体が複数存在

していたため、破片化が起こっていることが

示唆された。 

  （２）生殖周期：2005 年 6 月から、月に

一度 15 群体から枝の一部を採集し、生殖巣の

発達を組織学的に観察した。同時に、阿嘉島

臨海研究所にて複数群体を飼育し、プラヌラ

の放出時期を確認した。同一群体の胃腔内に

精巣と卵巣がみられ、このサンゴは雌雄同体

であることが示された。生殖巣の成熟に同調

性はみとめられず、プラヌラ放出もごくわず

かだったことから、不定期にごく少数のプラ

ヌラを放出していると考えられた。また、受

精可能な卵に、同じ胃腔内にある精巣から泳

ぎだした精子が群がっているのが確認された

ことから、自家受精によりプラヌラを生産し

ている可能性が示された。 

  （３）遺伝的解析：同属他種で開発され

たマイクロサテライトマーカーで慶良間諸島

3 集団（阿嘉島、安慶名敷島、屋嘉比島）を

解析したところ、集団内では遺伝的な変異が

非常に小さいことが示された。 

  以上より、フトエダミドリイシ集団は主

に無性的な破片化で集団を維持すること、プ

ラヌラの一部を自家受精で生産していること

から、集団内の遺伝的多様性が著しく少ない

と推測された。現在は、新たな遺伝子マーカ

ーの開発と、広域における集団間の遺伝的交

流の程度を調べている。今後、これらのデー

タを総合的に解析することにより、フトエダ

ミドリイシ集団の成立と維持機構の詳細が解

明されるだろう。 

 

図 1．フトエダミドリイシ群体 

 
 

 

 

 

 

 

 

図 2. フトエダミドリイシの破片 

     まだ定着はしていない。 


